


新型コロナウイルス感染症への対応
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●受入れ対象
中等症Ⅱ及び中等症Ⅰと軽症のうち妊産婦、
小児、高齢者（要介護２以上）
●確保病床数
感染拡大の状況に応じ２分類で確保

●受入れ対象
中等症Ⅱ及び中等症Ⅰの患者
●確保病床数
感染拡大の状況に応じ６分類で確保

フェーズ１ １０床

フェース２ １８床

フェーズ３ ３０床

フェーズ４ ４２床

フェーズ５（緊急病床除く） ４２床

フェーズ５（緊急病床含む） ４３床

平時 １８床

感染拡大時 ２６床

【大阪府の考え】

オール医療体制構築の観点から、

現在、確保病床を有する医療機関

は、重症・中等症Ⅱ患者等に重点

化し、これら以外の患者対応はそ

の他の医療機関での受け入れ。



10月以降は

感染状況等

を見極め

改めて判断

５月８日 ９月30日

【6月末終了】 簡易診察室（プレハブ）

【7月末終了】 電話診療

【段階的緩和】 面会制限

【継続①】 発熱者専門外来の設置

【継続②】 入り口での検温等、発熱者の動線分離

【継続③】 院内マスク着用の協力

【継続④】 パーテーションの設置等、各種感染対策を講じる措置



アフターコロナに向けた急性期医療の維持・推進

２類相当から５類に引き下げられたことで、多くの補助金や診療報酬上の特別措置が廃止・縮減

主な
補助金等

主な
診療報酬
の特例

当面、経営的に厳しい状況が続くことが想定

病床確保補助金（通称：空床補償）［約14億2,100万円］

地域外来・検査センター設置に係る委託料［約3,500万円］

帰国者接触者外来等設備整備事業補助金［約850万円］

救急医療管理加算［約1億2,700万円］

二類感染症患者診療加算［約2,350万］

５月８日以降は４分の１

３月末で終了

３月末で終了

３月末で終了

５月８日以降は２分の１

９月末で終了予定

アフターコロナの状況において本院が急性期病院として地域に貢献していくため、

市立ひらかた病院経営改革プラン（第３次中期経営計画）
に掲げた取り組みを着実に推進









da Vinci Xi Surgical System



その他の主な取り組み

近年、脅威が高まる医療分野のサイバー
攻撃への必要な措置を講じていく
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